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　ダイヤモンドテクノロジー企
業、S a r i n e Te c h n o l o -
gies Ltd.（Sarine）は、人工知
能によるダイヤモンド自動鑑定
システム『e-Grading™』をダ
イヤモンドサプライチェーンの
中流に位置するダイヤモンド
メーカー（研磨業者）向けに展
開中。これにより、ダイヤモンド
の研磨プロセスが完了すると

同時に、工場内で客観的で正確で一
貫性を持つダイヤモンドの自動グレー
ディングを可能にする。さらにSarine
は、より正確で一貫したグレーディング
を実現させるために、第二世代の人工
知能グレーディングテクノロジーを搭載
したSarine Clarity-Ⅱ™とアップデー
トされたSarine Color™を発表した。
　Sarine Clarity-Ⅱ™はクラリティの
自動鑑定システムで、VVSからIまでの

全クラリティ範囲にわたってグレードを
提供。これは従来の4C鑑定を超え、ダ
イヤモンド評価の範囲を拡張。Sarine 
Clar i ty -Ⅱ™は、Black in Table
（BIT）、Black in Crown（BIC）など、
商業的に利用可能なソートパラメータ
を評価する機能を備える。また、高度な
機能を持つカラー鑑定システムである
Sarine Color™は、蛍光性や色味
（ティント）を評価することが可能で、カ
ラーグレードの追加情報を提供する。
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　弊社も今まで色々な日本の各地の
展示会に積極的に出展してきました
が、残念ながらまだ日本のジュエリー
の展示会は海外来訪者に対して積極
的にオープンにできない状況である
のに対し、海外のジュエリーショーは
ほぼコロナ禍前の状況に戻りつつあ
ると言えるまでに回復してきました。
　コロナ禍によるグローバル間の足
止め、消費の冷え込み、ビジネスチャ
ンスの喪失、景気が停滞していた流
れをいち早く取り戻そうと、どの国も
官民一体となった催しが積極的に行
われ、出展者と訪問者両方が新たな
ビジネスチャンスを模索し既に活気を
取り戻しつつあります。
　昔であれば日本と香港の展示会位
にアンテナを貼っておけば、ある程度の
ダイヤモンドに関する国際情勢や情報
等が容易く入手できていました。しかし
ラボグロウンダイヤモンド（LGD）の出
現により、今までの天然ダイヤモンドの
採掘から国内に入るまでの流れには一
定の規則性がある事から要所を押さえ
ておけば良いところ、LGDは生産国と
加工国がさまざまであることから世界
のあらゆる所にアンテナを貼りながら、
著しい変化スピードに追いつかなけれ
ば正しい情報の入手が困難になってい
ます。さらに現地に入らないと深層情報
が入手不能になることから、個人的に
以前にも増して海外に訪問する事が増
えて来ました。いかに便利なリモートビ
ジネス（ZOOMなど）が浸透したとは言

え、画面越しの違和感の有る商談より
も、この辺は昔の足を使った現地訪問、
対面商談でのやりとり、信頼関係のビ
ルドアップでしか情報収集は進めない
ように感じています。と言うことで今回
は乗り継ぎ19時間掛けてインドのムン
バイの展示会LDJSに行ってきました。

　LDJSは、従来からのジュエリー全般
の会場と、今回2回目の開催になる
LGD専門の会場の2つに分けられてい
ました。LGD会場の出展業者は100社
（会場は約500坪くらいの広さ）で、マス
クをしている人が皆無。前を見て人を
避けて歩かないと怖くて当たってしまう
くらいに非常に人が多く熱気もあり、最
初の二日間だけで来場者が6千人と非
常に賑わっていました。出展業者に聞
き込みをしたところ「2年前からLGD事
業を始めた。その前は40年間天然のダ
イヤを扱っていた」という新規参入転換
業者も多く、来訪者も長年天然ダイヤ
に慣れ親しんだ人達が多くて新たなビ
ジネス展開を考えている人ばかりでし
た。ヒアリングをして素直に感じた彼ら
の印象としては、今まで行ってきた天然
ダイヤ事業のある種の限界と変わりゆ
く世界情勢を肌で感じ、数年前までは
LGDに感じた違和感がここ数年の同
業者で既にいち早く転換した会社が大
成功を収めどんどん大きくなっているこ
とに対して抵抗がなくなり、もはやLGD
に関してネガティブな面が無い所まで
マーケットが変化してしまった、という

意見が殆どでした。もちろん単純に
LGDの商売は利益が多いからと言う
意見も多かったです。天然のダイヤは
一業者としてコントロール出来る要素
がほとんど無く薄利多売のハイリスク
ローリターンの商売を強いられる反
面、LGDは価格面、流通面、マーケット
がまだコントロールされていない事から
大きく売り上げを伸ばせるというポイン
トが、今のタイミングでの業種鞍替えの
最大のメリットになっています。前回に
も書きましたがロシアのウクライナ侵攻
による様 な々問題が複雑に国際社会に
絡んでおり、特にインドのダイヤモンド
加工の聖地総本山であるSURATにも
深刻に影響を及ぼしています。モディ首
相が新たに国策として、LGD事業を政
府があらゆる面からバックアップするプ
ロジェクトをいくつも立ち上げ、ここ数年
で雇用が減少した割合のなんと8倍以
上のレベルにまで雇用と事業創成を増
やすといった政策を次 と々進めていま
す。SURATにあるLGD加工業者専門
の開発区も併せて見学して来ました。そ
こは広大な土地で、東京ドームが軽く
20個分以上は入るであろう開発区。約
800社がその専用区に入ると言われて
おり、またコロナ禍により大幅に遅れて
いた世界最大規模のダイヤモンド専門
の取引所（天然ダイヤとLGD両方の業
者のみ入所可）もほぼ完成。ここでも約
2万人が働くことになる規模はどちらも
只 “々荘厳圧巻”の一言でした。

　もちろんこれら各国の大きな政策が
無作為に行われる訳は無く、緻密な計
画の全ては今まで数年間ずっと静観し
ていた業者達を含め、成功への十分な
データ、実例が存在することから次のビ
ジネスアクションに移った者が多くいる

事が考えられます。ここ5年のアメリカ
市場の爆発的な増加は確かに存在し、
今なお劇的な増加が見込める市場に
変わりはなく、最低5年から10年間は
マーケットが増加することが容易に想
像できます。ここ数年のアメリカ市場一
強時代からすでに他のマーケットにも
トレンドが飛び火している事が各方面
で確認できています。去年の末から
ヨーロッパ市場や中国市場にも変化が
見られ、これらの転換スピードもしっか
り考慮に入れつつ、国としての業界に
於ける舵取りと時代の先取りを国策と
していち早く取り入れたインド政府の
英断は高く評価すべきです。果たして国
レベルで日本がこれらの情報を入手し
た際に同じアクションまで起こせる団
体、企業はどれぐらいいるだろうか疑
問です。今こそ海外で起きている現実
を受け止め次の準備ステップに入るタ
イミングであると強く確信しています。

　LGDジュエリーの新しいライフスタイ
ルとマーケットの創出、サステナブル、低
価格によりもたらされる新しい価値観に
早く敏感に反応する若者や新しい消費
者層が、アメリカやこれから海外で起き
る消費者と同じアクションをたどるかどう
か非常に興味深く、注意深く見守ってい
く必要があると思います。LGDマーケット
の成長は疑う余地がないのだから、上
記で述べたインドで起きた従来業者の
新たな転換が日本市場でも起きる可能
性は非常に高く、海外の変化に対して常
に動向を逃さない情報をキャッチする力
と決断力がジュエリー企業のオーナー
に問われる時代になったと思います。
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ラボグロウンダイヤモンドの未来予想図
LDJS （インドのムンバイにある展示会）について
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　Amazonジャパンは、知的財産侵害
物品等の国内流入防止を目的に、財
務省関税局と模倣品等の水際取締り
に関する協力関係の強化についての
覚書を締結したことを発表。財務省関
税局がEC事業者と覚書を締結するの
は、今回が初となる。

　財務省関税局長は「インターネット
の普及と国境をまたいだ電子商取引
の急速な進展に伴い、模倣品等の流
通が大きな問題となる中、Amazon

ジャパンと知的財産侵害物品等の水
際取締りに係る協力に関する覚書を
締結したことで、水際取締りのさらなる
強化が期待される」と述べた。

　今回の覚書の締結により、両者は模
倣品などの国内流入防止のための協
力関係の強化方法について共同で検
討し、税関が差し止めた模倣品や関連
する模倣品業者に関する情報交換を
進めていくとしている。

　これにより、水際での模倣品業者の
特定や悪質業者の取締りをより効率
的に行い、模倣品などの国内流入防止
のより一層の強化が期待できるとして
いる。
    
　  （特許業務法人共生国際特許事務所所長）
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Amazonと財務省　
模倣品対策で連携強化

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

　欠員ができた
のでスタッフを
一人補充した。
使ってみると思
いのほか優秀
で仕事の飲み
込みは速いし接
客も丁寧、先輩
との折り合いも
悪くない。「いい
人を獲得でき
た、即戦力とし

て十分通用する。あとは専門的な知識
を吸収し経験を積んでいけばよい」。
　経営者の側から見れば人を雇い入
れる仕事はそれなりに苦労が多い。全
く見知らぬ人を履歴書と簡単な面接で
選考し判断をしなければならない。雇
い入れた人物が、遅刻や早退、欠勤な
ど時間にルーズであったり性格的に問
題があったりしては困るのである。辞め
てもらうにしても後味は悪いし、それよ
りも応募を再度一からやり直すのは大
きな負担である。募集経費もバカにな
らない。だから思い通りの人を確保で
きたと判断すれば一安心、と経営者の
思考はここで止まる。いや止まりがちで
ある。
　が、この視点は働いているスタッフた
ちの視点とは一致しない。社内の規律

やルールを守れない新人さんは論外と
しても、有能な新人さんは社内に微妙
な心理的波紋を広げていく場合があ
る。「あの人が活躍し始めると、もしかし
たら自分は不要な人材とみなされてリ
ストラされるかもしれない、配置転換の
憂き目を見るかもしれない」そういう不
安と憂鬱な気分に陥ってしまうスタッ
フがいてもおかしくない。あるいは社歴
も長くスタッフの長として一目置かれて
いた人も自分の面目やプライドが損な
われるかもしれないと身構える。一見平
穏な社内にもいじめや意地悪の素地
が生まれてくる。誰が悪いわけではない
のだが、そして有能な人は会社にとっ
て確かにプラスなのだが、経営者の楽
観ほどにはウィンウィンではない。ジュ
エリーや時計のように高額で尚且つ修

理品の取り扱いに神経を使う仕事で
はどうしても売り場の人間関係の重要
性は大きい。接客のフォローがトラブル
を防ぐからだ。場合によっては多大な
損失につながる。
　それでは、意図的に凡庸ともいうべ
き人を雇えばいいかというとそれでは
何も活性化しない。新人さんが持ち込
んでくる新しい風が社内と摩擦を起こ
しつつも従来の在り様を変えるところ
に人事の妙があるはずである。小経営
というのはスタッフが固定化し自然と
変化を好まなくなる傾向がある。新し
いことは何かにつけて不満を産むので
ある。
　こんな時、社長に小言も言うが、一
方で働いている人たちの不満や不安を
受け止めながら全体をまとめる「番頭」

さん（今は死語に近いが）がいると組織
が柔らかい構造になる。人情の機微に
通じる人というのは貴重なのである。
　私の経験では大きな会社ならば一
人は一人でしかないが、例えば５人の
スタッフで回している小経営では一人
が辞めるということは１００人規模の２
０人に匹敵する影響力があると考えて
いたほうがいい。逆に言えば一人が新
しく雇われると２０人の新人が入ってき
たことになる。それだけに経営者は、
雇って「これで良し」ではなく、「番頭」さ
んがいないのならばしばらくは隅 ま々で
目を光らせておかないと、社内心理の
綾が売上を直撃しかねないのである。

　　　　　　　　　　　　  　貧骨
 　　 cosmoloop.22k@nifty.com

小売の十字路小売の十字路 小経営の
人使いの難しさ

有能なスタッフが入ってきたら万事うまくいくとは限らない
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